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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・特にありません。

＜転入患者様＞

・中居　松男様～　69歳　　 病名：統合失調症　主治医：安ヶ平Dr　　入院形態：任意入院

H22.8.29、「何も出来なくなった」等と自分の腹部を包丁で切りつけることがあり、八戸赤十字病院へ搬送される。同院にて腹部処置を行うが、情動不安定で自宅での生活が困難と判断され、同日当院へ6回目の入院となる。H23.5.1東Bユニットより病状改善したため、西Bユニットへ転入。転入後より 早く退院したいな」との訴えは聞かれていたが、強い焦燥感や病状の悪化はみられず経過。H23.8.31療養環境変更目的にて北病棟へ転入。転入直後は気分の高まりや目的の定まらない外出の訴え聞かれ、落ち着きない行動がみられていたが、薬物調整にて徐々に落ち着き気分や行動の安定が図れていた。H24.2月上旬頃に、自ら保護者である弟様へ電話連絡し退院について話をしたとの事で、以後、転入時のような気分の高まり、口数の多さ、他干渉的、行動の落ちききのなさが認められ介入を要していた。H24.3月頃、銀行の特定女性職員と結婚したいと話し外出希望の訴えきかれ、夜間も不眠傾向となる。同時期より周囲への指示的・攻撃的な言動が目立ち、銀行にいくと無断で病棟を出ようとする事や、他室侵入やホワイトボードに意味不明な事を書いて他患者様を混乱させる等の迷惑行為あり。H24.3.8主治医診察にて服薬調整を行っているが、同日準夜帯で放歌、叫ぶなどの気分高揚、行動に落ち着きのなさが顕著に認められ、女性患者様への性的逸脱行為あり。当直医へ報告し、現在の状態から療養環境は適切ではないとの事で、一時的に東Aユニット個室にて対応する事となる。翌日、主治医へ上記の旨を報告し、正式に北病棟→東A11号室へ移動となる。
＜移動後の様子＞

・終始、徘徊等見られるも逸脱行為はない。また話し掛けの多さはあるも、他患者様とのトラブルには至っていない。隔離室小窓から入室中の患者様に対しての話し掛けが見られており、介入しているも、理解は得られていない様子が伺えている。他に多弁・多動・ふらつき・呂律不良見られ落ち着きがない。タバコの要求も頻回で、タバコに執着する事で本日昼食も味噌汁のみの摂取となっている。振り返り時も本人はなぜ移動になったか理解できていない様子。以前自傷行為あった方であり、必要最低限以外の私物を入れないようにして下さい。

　なお、御家族の面会が週１でしか来られない為、カード作成と業者洗濯の手続きを忘れず依頼

　して下さい。プログラムは長欠となります。

＜患者様連絡事項＞

・十文字　信陽様～本日他科受診(脳外科)しています。2週間後(23日10：00)に再受診されると

　　　　　　　　　いう事ですので、月曜日に外出届け等の準備宜しくお願いします。今後の検査では、血腫の大きさや数を重要視し、検査していくようです。

・石倉　武雄様～前回断酒会に参加されていないので、カルテに記載されている日程で参加する

　　　　　　　　ようにして下さい。断酒会は準夜スタッフの誘導になります。忘れずに日勤者は準夜スタッフへ申し送りしてください。次回は3/21水曜日の予定です。

　　　　　　　　なお外出時、御家族が食事に関する不安を訴えられています。カルテに食事のメニューの参考資料が栄養より届いています。 (栄養作成)。

外泊の際は栄養士に指導していただいて下さい。栄養士の手が離せない場合、病棟看護での指導を宜しくお願いします。

・千葉　友紀子様～臨時薬1週間分継続処方となっています。

・中村　フミ様～臨時薬７日分継続処方となっています。なお本日歯科受診を拒否されています。

・沼端　恵子様～本日で歯科受診終了となっています。

＜新入院患者様＞

・峰田　満男様～77歳　主たる精神障害：躁うつ病　　従たる精神障害：脳血管性認知症

身体合併症：肺炎・嚥下障害・慢性誤嚥

主治医：田名部Ｄｒ　入院形態：医療保護入院　東病棟Bユニット　合併症室

＜経過＞

・H22.3.23当院での入院加療を終了して南山苑に入所していた。精神科症状は安定していたが、
H24年1月より大声での介助要求・易怒性が出現し、外来にて薬剤調整していた。

3月1日よりインフルエンザ罹患・肺炎合併し、市民病院へ転院。呼吸状態安定してきたことから3月9日ストレッチャーにて東病棟合併症室に入院となる。
胃管最終交換日3/7。自力での排便困難あり、浣腸にて3/8が最終排便となります。夜間の睡眠はとれている様子。保護者が現在奥様となっていますが施設に入所されている為、保護者を娘様に変更する予定です。

＜入院後の様子＞

・痰がらみある為、ムコキール処方となっています。精神薬の処方に関して主治医より精神的な症状出てから考えるとの事でした。なお仙骨部にフィルム貼っていますが、剥がれるまで経過観察して下さいと主治医より指示ありました。体温37.3℃あり予測指示としてアンヒバ坐薬挿肛と酸素飽和濃度92％維持できるように酸素予測指示があります。胸部レントゲンと頭部CT実施。

御家族と南山苑より荷物届いていますが量が多い為、入らない分に関してはＢユニット用具入れに入れています。

＜指示内容＞

本日実施

・入院時採血と尿検査、胸部X-P、頭部CT

・酸素飽和濃度92％維持し酸素投与する事。

・昼より経管栄養(CZ-HI)開始。
他科薬継続服用させ、飲みきり止め。精神・身体症状に注意して下さい。
＜隔離室入室・要注目患者様ケース検討＞
・和田　昌　様～まとまりのない話しや、断続的なドア蹴り続いています。スタッフ介入時以外も多弁傾向が顕著に見られています。ドア蹴りある為、外傷の有無確認するが外傷なし。スタッフとの疎通はとれるが、呂律不良あり。ふらつきはない。

・畑中　成夫様～昨日昼・夕と吐薬されていますが、本日は拒否なく飲まれています。不穏

　　　　　　　　行動もなく経過されている為、今後も状態の安定をはかっていきましょう。

・池野　功一様～薬に対する「弾丸の粉だ」などの妄想は聞かれるが、スタッフ介入する事

　　　　　　　　で飲む事は出来ている。食事は自力で全量摂取。本日開放観察時には部屋

　　　　　　　　から出る事なく、ベットに座りながら外をながめている。鼻を気にする様

　　　　　　　　な様子見られる為、自傷行為のないよう観察していきましょう。

・向井　敦子様～中居松男様移動に伴い大部屋へ移動しています。他者との交流はないが、

食事・服薬共に拒否はない。「甥っ子に叩かれる・蹴られる」「自分は本当の子共じゃない」等のご家族に関する妄想聞かれ、退院後の不安感や退院

し帰宅する事への拒否見られている。今後の行動を観察し、危険行為や他者とのトラブルないよう注意していきましょう。

なお排便―３日の為、アローゼン１日分寝る前に処方となっています。

・松浦　るみ子様～本日昼過ぎに自力でミトンを取る行為見られている為、職員が再度つけ
　　　　　　　　　ています。見回りを頻回にし、危険行為がないよう観察していきましょう。排尿少なく濃縮尿見られる為、昼食時ラシックス服用しています。

　　　　　　　　　排尿や危険行為ないよう観察していきましょう。

＜安ヶ平Drケースカンファ＞

・長谷川　陽一様（39）　病名：統合失調症・軽度知的障害　　

　＜入院前の状況＞

　H8年頃より、暴言・粗暴行為をして警察に通報された事や、叔父・母に対する暴力もあった。

　H11.9.28交通事故を起こし相手に暴行。又、包丁を所持していた事から逮捕。警察の尋問

　にも支離滅裂発言あり。措置鑑定実施し、H11.9.29措置入院となる。

　措置症状喪失した事から、H.12.11.30医療保護入院となる。

　＜入院後から現在の結果＞

　入院後より被害妄想あり。時々他者への暴力行為があり、終日隔離や病棟移動をしていた。

　H18.6月・H22.7月に退院請求行い診察するが、入院継続となる。疾病教室行うが理解薄い。

　現在もレストランでは被害妄想あり、病棟にて食事を摂っている。

・嗜好品→外出時の購入や父からの郵便物＝スタッフと共に日付を書き、スタッフ管理。

・売店購入→自己管理。

・私物発注せずに小遣い内でやりくり中。

＜Ｄｒ方針＞

薬物療法による症状の沈静化や精神科リハビリテーションを行う。

＜Ｎｓ方針＞

易怒性・興奮なく、安定した日常生活が送れる。

＜今後の方針＞

・妹様～現在保護者となっていますが、連絡取れない状況。埼玉在住。

・父様～東京で就労中の為、保護者になれず。離職後は小倉様と同居の予定があり、同居

　　　　の場合は退院を視野に入れた検討を行う。

・母様～面会にはいらしているが、保護者になるには抵抗ある様子。

・小倉様～現在、外出泊の際に付き添いをされている方。父様が離職後、同居予定。

保護者が必要な事項は現在ない事と、御家族に不安とストレスを与える可能性たかい為、現在保護者を変更する必要はない。

＜安ヶ平Dr診察＞

・木村　格治様～PL3/9昼までで飲みきり止めとなっています。ムコキールが3/11まで処方

　　　　　　　　となっています。ロキソニンは本人希望時のみ服用させて下さい。

・中居　松男様～予測指示が継続処方となっています。

・清水　徹様～予測指示が継続処方となっています。

· 種市　久子様～予測指示が継続処方となっています。

・蝦夷森　重男様～予測指示が継続処方となっています。

・松橋　清子様～予測指示が継続処方となっています。

・長谷川　陽一様～予測指示が継続処方となっています。

　　　　　　　　　

・高間木　八男様～予測指示が継続処方となっています。







